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日能研経由、私学へ。――そして未来へ。　 考え方と出あう!――［科目］国語・算数・総合 保護者会同時開催！
今回のテストについて、そのねらいや今後の学び
など、詳しくお話しします！

※一部、教室によって実施要項が異なります。
詳しくは日能研ホームページでご確認ください。

【科目】3科目（国語・算数・総合）
【会場】お近くの日能研各校
【時間】1回目　 9：00集合
 ２回目  13：00集合

または
お近くの日能研へ！

テストの詳細・
お申し込みは

学校行事などでご
都合がつかない場
合はどうぞお気軽に
ご相談ください。

以下のＱＲコードからも！

広告特集企画・制作
朝日新聞社メディアビジネス局

“いま”と未来をつなぐ。〈自分の答え〉をつくる。〈私〉の“いま”と出あえるテスト。

　国語。算数。社会。理科。子どもたちは授業で、

教科・科目というそれぞれの世界での知識と出合い

ます。そのベースとして、日能研では、アタマとココ

ロを動かしながら、学びの本質である、「ものの見方

や考え方」＝「考えるワザ」（日能研では〈思考技法〉

と呼んでいます）と向かい合い、ともにいます。「考

えるワザ」は、教科の枠を超えて、共通して使える

チカラ。将来、社会に出たときも、“未知”と出合った

ときも使える、持続可能なチカラです。未来を歩ん

でいく子どもたちに必要な「考えるワザ」にフォー

カスを絞った学びを！ テストを！――そんな日能研の

想いをカタチにしたのが《日能研学ぶチカラテスト》

であり、〈総合〉です。

　同じところと違うところ……。「考えるワザ」を

使って、「比べる」に近づいてゆく。

　土曜日のお昼、あやさんは、家族と一緒にハン

バーガー屋さんに出かけます。半年前にこのお店を

開いた親戚のおじさんは、あやさんに「人気の出そう

なセットをつくって、家族みんなで来てくれるお客

さんが増えたらいいなと思っているんだよ。」どの

セットがお得かな?――テストの時間ですが、子ども

たちは３つのセットを比べながら、いつしかあやさん

と一緒にお店にいて……やっぱりハンバーガーの

セットが食べたい！ 想いと課題の間で動くココロ。

　いたずらに見た目ばかりをおもしろくしても、奇を

てらった題材にしても、子どもたちの学ぶココロは

動かない。題材は身近でリアル。子どもたちがその

世界に深く入り込めるように。より自由に「考える」

を楽しめるように。問題の背景にある状況や人物

設定にも、句点の位置ひとつにまでも、作問には、

徹底してこだわります。

　テストの主人公は子どもたち自身。「こういうと

きは、こう答えておけばいいんでしょ」「こう答え

ないと○にならないから」などと、型通りに誘導され

ない。「模範解答」にご機嫌伺いなんかしない。〈自分

の答え！〉をどんどんつくっていく。そもそも、ただ

一つだけの「模範解答」が存在しているなんて、現実

社会と照らしたら極めて不自然ですよね。

　日能研の問題に向き合う子どもたちは、それまで

はあったかもしれない誰かが決めた枠から抜け出し、

自由自在、縦横無尽に、「考えるワザ」を使う。自分

の考えや発想を広げることを楽しみ、自由に書き、

表現していきます。ペーパーテストでも、〈その子

自身〉と出会えるのです。「ものの見方や考え方」を

使って、〈その子自身〉を表現する問題が、私学の

中学入試問題で多く出題されているのも同じ理由

からでしょう。

　今回も夢中で考えたくなる、未来に向かうチカラ

を育てるテストを用意しました。

　《日能研学ぶチカラテスト》で、ぜひ〈私自身〉と出

会ってください。

教科の枠を超える【総合】って、テストなの?
身のまわりの出来事や世の中や未来……について考えるとき、科目別に考えますか? 「これは国語で」

「こっちは算数」なんて。さまざまに「ものの見方や考え方」を、多様に総合的に使って考えているはず。

「ものの見方や考え方」を実際に使って〈自分の答え〉をつくるテストがあるといいます。それはいったい

どんなテストなのか、朝日新聞「わかるわかる運動」が日能研に聞いてみました。

子どもたちが、日常のさまざまな場面
で「比べる」ということをしていると
気づいたり、「比べる」ことに昨日より
も興味を持つきっかけになったりして
ほしい――テストでの学びと日常生活
のつながりを感じてもらえるつくりを
目指しました。

問題には「おじさん」としか書かれて
いませんが、家族構成や人柄などを
設定し、セリフを考えています。この
おじさんはあやさんのお母さんのお
兄さんで、会社勤めをやめ、ハンバー
ガー屋さんを開いたという設定です。

実際にお店に足を運び、価格設定をリ
アルに。２年生でも計算しやすいよう
に工夫。セット名だけでも、「わくわく」
「うきうき」、どれが楽しそう? 価格は
どれを高く? 表記はカタカナ・ひらが
な?……など、２時間近く検討を重ね
ました。（笑）

３つを比べて、１つを選びその理由を
書く問題なので、どれも魅力的にうつ
るようセット内容を工夫。「子どもたち
がより自由に考えられる」「世の中に
は多角的に比較検討する場面が多い」
といったことをふまえ、意図的に複数
の観点を盛り込みました。
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